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京style
京都にちなんだ

話題をお届けします

学校の象徴に欠かせない 学校旗

消防団の士気に欠かせない 消防団旗

勝利の証に欠かせない 優勝旗

社旗  横断幕  販促のぼり旗  のれん  応援団用品 

祭り袢天  山車幕  神社寺院幕  神社のぼり旗  鈴緒 

劇団幕  舞台幕  演台カバー  マーチングバンド横幕

【取扱商品】

2026年　10月号

～京の植物～

周囲を山に囲まれ、河川や地下水が豊富な京都には、多種多様な在来の植物

が自生しています。中には、平安時代にルーツを持つ、歴史あるものもあります。

例えば、万葉集や源氏物語に登場する「フジバカマ」。現在、京都府では絶滅

寸前種に区分されていますが、例年 10 月中旬頃には、下御霊神社やその周辺

で「藤袴祭」が開催され、挿し芽によって増やされた京都在来のフジバカマを

鑑賞できます。

小さな花を茎の先に泡のように咲かせる「キクタニギク（アワコガネギク）」は

高台寺や円山公園の東側を源流とする菊谷川のそばに生えていたことが名前

の由来です。かつては晩秋の京を彩る花として親しまれていました。

「サガギク」は、細長い花びらが特徴の大覚寺ゆかりの菊で、下から 3 段に分け、

7 輪 ・ 5 輪 ・ 3 輪と花をつけるように剪定されます。平安時代、大沢池のほとりに

自生していたこの野菊を嵯峨天皇が好んだと伝えられています。11 月には

大覚寺の境内で「嵯峨菊展」が開催されます。


